















本近世生活絵引　東海道編』（2007 年 12 月）・『日本近
世生活絵引　北海道編』（2007 年 12 月）・『日本近世生
活絵引　北陸編』（2008 年 2 月）・『東アジア生活絵引　
中国江南編』（2008 年 2 月）・『東アジア生活絵引　朝鮮
風俗画編』（2008 年 3 月）の 5 冊が出された。
図1（『新版　絵巻物による　日本常民生活絵引き』1巻、61頁を一部加工）
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　1. 東京国立博物館 6 件（国宝 3 件、重要文化財 以下
重文 3 件）
　2. 京都国立博物館 1 件（重文）
　3. 山形県致道博物館 1 件（重文）
　4. 東京出光美術館 1 件（重文）
　5. 根津美術館 1 件（重文）
　6. 畠山記念館 4 件（国宝 1 件、重文 3 件）
　7. 永青文庫 1 件（重文）
　8. 五島美術館 5 件（国宝 1 件、重文 4 件）
　9. 静嘉堂文庫美術館 4 件（重文）
　10. 徳川美術館 1 件（重文）
　11. 常盤山文庫 4 件（重文）
　12. 長野サンリツ服部美術館 1 件（重文）
　13. 静岡県世界救世教 2 件（重文）
　14. 大徳寺 1 件（国宝）
　15. 龍光院 2 件（国宝 1 件、重文 1 件）
　16. 鹿苑寺 1 件（重文）
　17. 相国寺 2 件（国宝 1 件、重文 1 件）
　18. 大通院 1 件（重文）
　19. 東福寺 5 件（国宝 1 件、重文 4 件）
　20. 長福寺 1 件（重文）
　21. 天龍寺 1 件（重文）
　22. 大和文華館 1 件（重文）
　23. 大阪旧萬野美術館 1 件（重文）
　24. 正木美術館 2 件（重文）
　25. 神戸市立博物館 2 件（重文）
　26. 神戸香雪美術館 1 件（重文）
　27. 個人蔵 19 件（重文） 
総計：72 件（国宝 10 件、重要文化財 62 件）
































陳　小　法 浙江工商大学　東亜文化研究院　副院長 2014年 6 月30日 ～ 2014年 7 月20日
Yola Gloaguen フランス国立高等研究院　建築史専攻　博士課程 2014年10月9日 ～ 2014年10月29日
楊　陽 華東師範大学　対外漢語学院　文芸民俗学専攻　博士課程 2014年 9 月28日 ～ 2014年10月18日
昃　曉　藝 ブリティッシュコロンビア大学　アジア学科 2014年12月1日 ～ 2014年12月19日
包　媛　媛 北京師範大学文学院　民俗学与文化人類学研究所　博士課程 2015年 2 月 5 日 ～ 2015年 2 月25日
咸　瓔　恩 漢陽大学校　中語中文学科　博士課程 2015年 1 月26日 ～ 2015年 2 月15日
非文字で繋がる文化交流
－神奈川大学非文字資料研究センターでの研究感想－
陳　小　法
（浙江工商大学東亜文化研究院）
30
絵引研究と非文字資料研究のこれから
　しめくくりに、澁澤が絵引研究を行った時代には考え
られなかった、大型カラーフィルムによる図像資料撮影、
高解像度デジタル画像作成、それを拡大閲覧できる高性
能パソコンを個人で使うことが容易になり、絵引研究が
進めやすくなった現状を指摘した。そして、私（富澤）は、
実際の絵引作業のなかで、澁澤が絵引研究に際して設定
した15項目を明確に意識していなかったこと、作業の
なかで、それらがはからずも盛り込まれる結果となり、
あらためて澁澤敬三の図像資料を見る視点の鋭さ・明快
さが再確認されたことを述べた。
　最後に、画像資料自体を、場面も含めて厳密に解析す
る絵引研究は、ユニークな方法であり、神奈川大学は今
後も作業を継続すると説明した。絵引研究は、神奈川大
学が行っている多様な非文字資料を使った歴史・民俗研
究の一部であり、かつ「非文字資料そのもの」の研究で
もあること、図像資料だけでなく、民具・身体技法・建
築物などを使った研究の成果は、出版物・シンポジウム
発表以外に、Webで英語・中国語・韓国語など、多言
語発信する予定であることをアピールし、発表を終えた。
発表の様子
3．沖縄の絵引
　2014年 3月、「琉球交易港図屏風」「八重山蔵元絵師
画稿」「琉球嶌真景」を使った『日本近世生活絵引　奄美・
沖縄編』が刊行される。三作品は19世紀後半から20
世紀初頭の制作で、当時の交易・生活・民具などが描か
れた図像資料である。前述の通り、近世日本社会が残し
た「絵」や「図」などの図像史料は、肉筆や木版印刷で
複製されたものなど、膨大な数が残る。千葉正樹氏は『江
戸名所図会』の挿図を分析し、「絵→図」への変化、さ
らには「図と絵の融合」で、近世の図像が大きく変化し
たことを論じた（『江戸名所図会の世界』吉川弘文館、
2001年、93頁以下）。千葉氏は、近世の俯瞰図・鳥瞰
図の視点は、以下の4つに大別できるとする。
①近景…対象から約10m以内の視点。人物の性別・老若・
身分・職業・個々の容貌・着物の文様までもが精密に
描かれる。　　　　
②中景…対象から数十m。男女や老若などは簡略化され
るが身分の判別などは可能。顔の目鼻立ちは一本の線
で描かれて容貌の判別はできない。
③遠景…対象から100m以上離れた視点。人物の身分や
職業は、武士＝刀二本差し、といった類型表現で判断
できる。顔は白抜きになる。
④超遠景…対象から数百m以上。広く景観を描き、建
造物は簡略化され、人物は縦の短い線で描かれる。
　管見の限り、澁澤が検討した中世の絵巻物は、「①近景」
「②中景」視点の場面に集中している。発表では「琉球
交易港図屏風」「八重山蔵元絵師画稿」「琉球嶌真景」の
三作品は、上記4つの視点に則り、かつ「絵と図の融合」
した図像で景観や人々の生活・事物を描いた歴史資料で
あることを述べ、具体的な場面を数点選んで説明した。
続いて、絵引作業は、図像全体の制作意図などを捉え、
類似する他の図像資料との比較を行ったうえで、場面か
ら的確に情報を読み取る必要があると指摘した。そして、
各種の文献や同時代の史料を調べ、単独の研究者で行う
のではなく、多くの専門研究者が共同作業で知識を共有
し図像解釈の視野を広げ、独断的解釈を避けることで「絵
引」が可能となることを述べた。
